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数学と英語を苦手に感じることが多い理由 

英語・数学でつまずいてしまう人のほとんどが、過去のどこかでその場しのぎの学習やテスト対策をしてしま

い、それをわからないまま放っておいたために苦手意識をもってしまいます。これを防ぐには、そのつまずいた

ところまで戻って理解し、そこから追いついていくことが大切です、と前回お伝えしました。そこで、わからな

いまま放っておかないように先生に質問してみてはどうでしょう。 

 

先生に質問すると生徒も先生もハッピーになる 

 みなさんが授業でわからなかった箇所や曖昧な箇所を先生に質問すると、生徒も先生もお互いがハッピーにな

ります。なぜなら、みなさんは質問した箇所がわかるようになったりできるようになったりすることで、疑問が

解決しますし、先生方もみなさんの質問を聞いて「あ、ここが難しいんだな。次の授業でもう１度復習しよう」

と、授業を進める上でとても参考になるからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わからない場合は先生に質問しよう 

 昼休みに不定期に質問会を行っています。授業後に先生に質問することもよいでしょう。質問することは恥ず

かしいことではありません。むしろ、分からなかった箇所をわかったとごまかして、そのままにしておくほうが

よっぽど恥ずかしいことです。先生方は皆さんの質問を待っています。 

 

今年の冬は、質問の冬にしよう！ 

なるほど！ 

ここが難しいんだな、次の授業で

もう一度復習しよう 

質問することで 

先生も生徒も 

ハッピーになる 

＜質問会の様子＞ 

毎回多くの生徒が 

質問に来ています 


